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On the educational research of Professor Dr. Shinichi KAI
椙山　正弘*
SUGIYAMA, Masahiro*
6椙山正弘／甲斐進一教授の教育学研究について
よる社会・文化の改造というマクロな問題意識を一貫させながら，『人類学的教育哲
学』から『実存的ヒューマニズム』を経て『教育の文化学』へといたる，ある意味で
は複雑極まりないブラメルドの教育哲学の構造と特色を，ときには他のもろもろの教
育哲学と比較し，ときには時代の教育運動と連関させつつ，見事に解明している。文
字通りブラメルドの全体像にアプローチした力作で，読後感として，筆者のブラメル
ド研究に対する並々ならぬ熱意が伝わってくる思いがする」3）と述べて内容の各論に
わたり深く分析し賞賛しているのである。『ブラメルド教育哲学の研究』は彼の研究
業績のほんの一例に過ぎないのであって，このほか前に挙げたように膨大な数に及ぶ
研究成果をあげており，紙数の制約もあり，いちいち紹介できないのが残念である。
　学会活動としては，主なものをあげれば，教育哲学会編集委員（平成元年10月～
平成７年９月），中部教育学会理事（平成９年６月～平成15年３月），中部教育学会
紀要編集委員（平成12年６月～平成15年３月），日本デューイ学会理事（平成13年
10月～平成16年９月，平成19年10月～22年９月），日本デューイ学会紀要編集委員
（平成19年10月～平成21年９月），平成21年度日本デューイ学会第53回研究大会準備
委員長など多彩である。
■注
１） 甲斐進一『アメリカ教育思想研究回顧』１ページ
２） 大浦猛『教育学研究』第52巻第１号，1985年３月，137ページ
３） 宮野安治『教育学論集』14，1985年３月，大阪教育大学教育学教室，181ページ
